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1.　はじめに

中国地方整備局は，競争力のある地域経済社会
の再構築，安全で誰もが安心して暮らせる地域づ
くり，中国地方の多彩な文化と自然を活かした豊
かで快適な暮らし・社会の創造，交流・連携によ
る一体的で活力のある地域づくりを目指し，イン
フラの整備・管理等を行っている。これを実現す
るためには地域の方々にインフラ施設と生活のつ
ながりを感じていただき，その意義をより深くご
理解いただくことが必要である。そのため，中国
地方整備局では「女性」をキーワードにいくつか
の取り組みを開始した。ここでは，「女性」によ
るよりよいインフラの整備・管理および渉外活
動，また，「女性」に向けた広報の取り組みにつ
いて紹介する。

2.　「くらしてミーティング」の
立ち上げ

平成23年に総務省が実施した社会生活基本調査
によると，男女が 1日のうち仕事・家事に充てる
時間をみると，共働き世帯においても，夫に比べ
妻が家事をする時間が 3時間以上多いという結果
となった。このことからも，女性は「暮らしの担

い手」といえる。
道路や河川の整備をする際には，女性も含めた
地域住民のご意見を伺うのだが，よりきめ細やか
なインフラの整備・管理等を行うためには，整備
する側に暮らしの担い手としての女性の視点を入
れ込むことが重要である。このような考えから，
中国地方整備局では，平成26年 6 月18日，インフ
ラ整備・管理等に携わる女性職員から構成される
「くらしてミーティング」を立ち上げた。
くらしてミーティングは，「暮らしの担い手」
である女性の感性を活かしたよりよいインフラ整
備・管理（防災・交通）および渉外活動（広報・
地域連携）を行うための，組織の意識向上ならび
に女性の情報共有を目的としている。
構成は図― 1に示すとおりである。ボードメン
バーは，メンバーの代表として年度ごとに設定し

表―1　 1日のうち仕事・家事に充てる時間―週全体
� （時間.分）

共働き世帯
夫が有業で妻
が無職の世帯

夫
仕事等 8.30 8.22
家事 0.12 0.09
育児 0.12 0.19

妻
仕事等 4.34 0.04
家事 3.27 4.43
育児 0.45 2.01

（平成23年社会生活基本調査（総務省）より作成）

女性にもっと身近なインフラを

国土交通省 中国地方整備局 企画部 企画課
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たくらしてミーティングのテーマ等について議論
するとともに，総会の運営および渉外活動を行う
こととしている。
今年度においては，「生活に身近なインフラを

整備している国土交通省がどんな仕事をしている
かもっと知ってほしい」という思いから，テーマ
を「土木の魅力発信（わかりやすい広報）」とし
た。今年度の取り組み内容を決定するに当たって
は，ミーティングメンバーからアンケートにより
広報の課題や新たな取り組みに関する意見を収集
し，ボードメンバーミーティングにより具体の内
容を決定した。
6月18日に開催されたくらしてミーティング総

会においては，ボードメンバーが行う今年度の活
動予定を情報共有するとともに，外部講師をお招
きし，女性を対象にした広報に関するご講演をい
ただいた。
総会には35名の女性職員が出席したが，通常業

務ではつながりのないメンバーが集まることで，
新たな女性同士のネットワーク形成の一助にもな
ったようである。

3.　「女性」に向けた広報の取り組み

⑴　くらしてミーティングの取り組み
くらしてミーティングにおいては，今年度，女
子学生および20〜30代の女性をターゲットとし
て，主として，Facebookの活用，高専女子フォ
ーラムへの参加，くらしてミーティングホームペ
ージの作成を行うこととした。
1）　Facebookの活用
中国地方整備局では，平成25年 5 月から
Facebookを運営しており，整備局内の災害，イ
ンフラ整備・管理，イベントなど，さまざまな情

図― 1　くらしてミーティング概要 

くらしてミーティング構成

〈メンバー〉
　中国地方整備局のインフラ整備・管理および渉外活動に携わる職員
　（50 名）
　※技術系女性職員＋インフラ整備等に携わる事務系女性職員 

〈ボードメンバー〉
　メンバーの代表者（16名）
　※取り組みに関する議論をするとともに，総会の運営，必要に応じ
　　て活動を実施 

〈ミーティング総会〉
　 年に 1 回情報共有  

組織の意識向上

ボード
メンバー

情報提供・
意見

総会

… … …

一般の方々

各現場で活用

情報共有

各部

図― 2　中国地方整備局Facebook「いいね」
男女構成
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報を発信している。整備局Facebookの「いいね」
の男女構成を見ると，男性83％，女性16％となっ
ており，女性へのアプローチが必要であることが
明確になった。そこで，くらしてミーティングで
は，女性職員により，暮らしの担い手としての女
性の目線での記事を投稿することとした。例え
ば，家族で楽しめる季節の催しや河川等にある遊
び場の情報，写真スポット紹介，道路整備の豆知
識（「これでヒールも挟まらない！　細めで滑り
止め付きグレーチング」）など，女性やその家族
に興味を持っていただけそうな情報を発信してい
く予定である。
このような生活に近い情報を発信することで，

女性に整備局やインフラ施設に対してまずは興味
を持っていただき，続いて，理解につなげていた
だくことを期待している。
2）　高専女子フォーラムへの参加
次世代の土木の担い手確保を目指し，高等専門

学校に通う若い女性に対し，早い段階からアプロ
ーチするため，平成26年12月に呉高等専門学校で

開催される「高専女子フォーラムin中国」への参
加を検討することとした。ここでは，くらしてミ
ーティングとして，中国地方整備局で働く女性職
員の職務内容等を紹介するポスター展示，ボード
メンバーによる解説等を行うことを検討してい
る。
高専女子フォーラムは，地域の中学生とその保
護者も参加可能であり，より若い世代へのPRに
つながることも期待している。
3）　くらしてミーティングホームページの作成
リクルート活動の一環として，土木の現場で輝
いている整備局の女性職員の姿や育児休暇制度等
を紹介するホームページを作成することとした。
女性職員の紹介では，年代，職務の異なる女性
職員が仕事のやり甲斐や家庭と仕事の両立，プラ
イベートの過ごし方などを紹介する。また，育児
休業制度等の紹介では，どのような制度が活用で
きるのかを示すとともに，女性職員が実際にどの
ような場合にどのような制度を活用したのかを紹
介している（図― 3）。

図― 3　くらしてミーティングが作成するホームページ抜粋

妊娠

出産

１歳

３歳

産前休暇（産前6週間）

産後休暇（産後8週間）

育児休業（無給）
・・・3歳まで取得可能
※1歳に達するまでは共済
組合から「育児休業手当
金」が支給されます。

深夜勤務，時間外勤務の制限
健康診査等のための職務専念義務免除
業務軽減・通勤緩和
休息・補食のための職務専念義務免除

保育
時間

超過勤務
の免除

深夜勤務および
超過勤務の制限

育児短時間勤務 ※

育児時間 ※

子の看護休暇

早出遅出勤務

休憩時間短縮

このほか，年次休暇（1年につき20日（前年
からの繰り越し（20日以内）があればそれを
加えた日数）が利用可能

～各制度を組み合わせることで仕事と育児の両立が可能です～

授乳・託児所への送迎等の
ため，1日2回それぞれ30分
以内取得可能

通院，健診等のため年5日間取得可能
（子どもが2人以上の場合は10日間）

1日2時間以内（30分単位）
始業時・終業時に取得可能

通常週38時間45分勤務のところ，
週19時間25分，19時間35分，
23時間15分，または24時間35分
のいずれかに短縮可能

復職

●青字の制度は男性職員
も利用できます。

放課後児童ｸﾗﾌﾞ

・・・・多胎妊娠時は14週間

小学校
入学

●育児短時間勤務，育児
時間の利用は給与減額を
伴います。

女性職員が出産・育児に活用できる制度は充実しています！
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これらの情報を外部向けに発信することで，学
生に対してより身近な職員の姿を感じてもらうと
ともに，充実した制度の活用により仕事と家庭の
両立が可能であることを理解してもらい，安心し
て整備局の門戸を叩いてもらえるようになること
を期待している。また，整備局内の職員において
も，育休制度等の活用に対する理解が深まること
を期待している。

⑵　現場での取り組み
くらしてミーティングのような整備局全体の取

り組みが進む一方，現場においても女性に着目し
た特徴のある取り組みが進んでいる。平成26年 1
月，女性限定のモニターツアーにおいて，島根県
の斐伊川水系にある尾原ダムがツアーに組み込ま
れた。
1）　経　緯
島根県雲南地域（奥出雲町，雲南市，飯南町）

では，この地域の商工会，JA，市町の女性職員
が「おくいずも女子旅つくる！委員会」（以下「委
員会」という）を立ち上げ，「女性」をターゲッ
トにしたフリーペーパー「Okutabi」の作成等に
より，地域のPRを行っている。
委員会が広島の女性を対象に実施したアンケー

トでは，広島の女性が島根県に求めるものは①温
泉，②食，③自然であった。Okutabiでは，これ
らの情報をふんだんに盛り込み，デザインも若い
女性が思わず手に取りたくなるものとなってい
る。これまでに 2号・計 6万部が発行されたが，
共に約 5カ月で配布が終了し，さらに問い合わせ

も来るなど，若い女性を中心に好評を得ていると
いう。
この雲南地域においては，尾原ダムおよび志津
見ダムの 2ダムを中国地方整備局出雲河川事務所
が管理している。出雲河川事務所では，女性に対
し，ダムにもっと興味を持ってもらおうと，
Okutabiへのダム情報の掲載を依頼し，イベント
紹介ページにおいてダム関連イベントをコメント
付きで紹介していただくこととなった。
また，出雲河川事務所では，委員会メンバーに
対しダムの見学会を実施し，平成26年 1 月に広島
の女性を対象に開催される冬期のOkutabiモニタ
ーツアーにダムを盛り込んでもらうよう働きかけ
を行った。
その結果，次に紹介するとおり，温泉，グル
メ，ものづくり体験，リラクゼーション等，女性
にとっては非常に魅力的な内容となっている行程
の中に「尾原ダム」が組み込まれることとなった
（表― 2）。
2）　インフラ施設と女性
まず，モニターツアーに参加した女性の皆さん
の感想を紹介したい。
・�ダムが私たちの生活にとても役立っているこ
とを初めて知り感銘
・�遊園地のアトラクションみたいでワクワクし
た。
・�コンクリートの壁が迫力があった。
・�周囲の環境（水道，水音など）に配慮し，環
境負荷を極力抑えた設計をしている点に強く
感銘

表― 2　モニターツアーの行程

【 1日目】
JR広島駅→陶芸体験→農家レストランでのバイキング→尾原ダム
見学→稲田神社宮司のお話（お茶とお菓子）→道の駅でお買い物→
亀嵩温泉（フットケア講座，どぶろく鍋，宿泊）

【 2日目】
ガラス窯炊きごはん体験→黒壇を使ったマイ箸作り→ビューティー
ランチ→たたら製鉄師・絲原家での着物着付・お抹茶→JR広島駅
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・�行く前はツアーの中で興味が無かったが，行
ってみたらインパクトが大きくてスタッフの
人もわかりやすく説明してくれて楽しく見学
できた。

・�晴れて天気の良い日にサイクリングをしなが
らダムの上を通ってみたい。

このように，ダムに足を運んでいただくことが
できれば，その魅力に感動する女性は少なくない
ということがわかった。これらの感想やこれまで
に委員会メンバーからいただいた意見から，女性
がダムに感動するポイントは次のようにまとめら
れる。
①�　目前にそびえるコンクリート構造物の圧倒
的な存在感から得られる，一気に湧き上がる
感動

②�　堤体内部の見学等，ここでしか見られない

もの・経験できないものに対する感動
③�　ダム建設の歴史や地域の想いから得られ
る，じわじわと湧き上がる感動
これは，他のインフラ施設にも共通するものだ
ろう。女性に対しても，さまざまなインフラにつ
いて知るきっかけを作れば，そこから感動・興味
につながり，さらに理解につながることが大いに
期待できる。
ただし，きっかけづくりを成功させるために
は，ターゲットの明確化およびプロファイリング
の実施，そして，それに応じた企画の立案と広報
媒体の選択を行うことが重要である。フリーペー
パーのOkutabiが若い女性を中心に評価を得てい
るのは，これを徹底して行ったことが大きいので
はないだろうか。
また，相手が何を求めているのか，受け手側の
視点で内容，言葉遣い等を考えることが伝わる広
報の重要なポイントであろう。そのような観点か
ら，女性に向けた広報は女性職員の感性を活かす
ことが成功の要因になると考える。

4.　おわりに

インフラは生活を支えるものである。情報を発
信する側，受ける側，双方において「暮らしの担
い手」である「女性」の感性に着目することで，
インフラの意義がより「伝わる」ものになると考
える。
これをより効果的かつ継続的に行うには，くら
してミーティングメンバーが楽しみながら活動を
行うことであり，そのような環境を整えること
も，今後，重要なポイントとなるであろう。

写真― 2　モニターツアー参加者と尾原ダム


